
8

ZoomUP
ズ ー ム ア ッ プ 3

自己資本のポイント

不良債権のポイント

自己資本の額
51,445
百万円

97.0%97.0%

自己資本の額
51,445
百万円

不良債権に
対する備え
55,035百万円

貸倒引当金 1,994百万円 担保・保証付等
1,594百万円

51,027百万円
特別積立金
49,000百万円

51,027百万円

過去からの利益を積み上げた
配当負担のない内部留保の
大きさが強みです。

利益剰余金の額
（内部留保）

利益剰余金の額
（内部留保）

※利益剰余金の額は、 剰余金処分後の「特別積立金」・「繰越金（当期末残高）」・「利益準備金」の合計です。
※自己資本の額は、利益剰余金の額から「無形固定資産額」・「前払年金費用の額」を控除しています。

不良債権4.5％
3,750百万円

要管理
債権額
271
百万円

危険
債権額
2,264
百万円

破産更生等
債権額
1,214
百万円

14倍以上
の備えが
あります。

内訳

・・・・・

・・・・・

内訳

正常債権
95.4％
79,574百万円

正常債権
95.4％
79,574百万円

繰越金
（当期末残高）
1,421百万円 利益準備金 605百万円

特別積立金
49,000百万円

出資金 605百万円 1.1%
一般貸倒引当金の資本算入額
　　　 958百万円 1.8%

●
●
●

地域貢献・トピックス
お客さまとの相互交流
健全経営
自己資本
不良債権の状況
市場占有率
総代会機能

●
●
●
●
●

信頼度ズームアップ

※例示は金融再生法による開示債権額となっています。

自己資本の額
51,445百万円
自己資本の額
51,445百万円

万一の時も
常に安心！

北海道遺産
稚内港北防波堤ドーム

常に安全であるよう、
保守保全にあたっています。

北西からの荒波を防ぐ屈強な防波堤は、
昔も今も港と人を守り続けています。
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■人格別先数構成比 ■人格別残高構成比 ■金額段階別先数構成比

貸出金のポイント

1億円以上
1.23％

1千万円以上
1億円未満
12.85％ 

稚内しんきん経営安全サイクル

有価証券のポイント

潤沢な支払準備資産
を保有

不良債権への
万全な備え堅実な小口融資

の徹底

自己資本比率
の高さ

自己資本額の
向上

地域内シェア
（占有率）向上

　第三者の権威ある格付機関で
ある株式会社日本格付研究所
（JCR）より、長期発行体格付
「A」の評価を得ております。
※「A」は、経営の安全性を高く評価
する指標です。
※長期発行体とは、企業の包括的な債
務返済能力を示します。 

（シングルAフラット）

格付けについて

〈定義〉

高水準の格付けで、
2005年の新規取得時から
16年連続で同じ格付けを
維持しています。

［A］（シングルＡフラット）

法 人
個人事業主
12.29％

法 人
個人事業主

1千万円未満
85.92％

個 人
（住宅・消費等）

87.51％

稚内信用金庫の持続可能性

株　　　 式　 278（ 278）

外 国 証 券 11,581（ 0）

その他の証券 880（ 880）

2021年3月末
■有価証券の種類別残高と
信用リスク・アセットの額

※有価証券の残高は取得原価又は償却原価額で表示しております。
※(　）内は信用リスク・アセットの額です。
※リスク・アセットとはリスクを有する資産を、リスクの大きさに応じて掛け目を
　乗じ、再評価した資産金額です。

単位：百万円

国　　　 債　150,367（ 0）

地　方　債　 93,988（ 0）

政府保証債　 1,774（ 0）

その他社債 35（ 35）
○地方債はすべて共同発行市場公募地方債です。
○その他社債はすべて健全性の高い取引先企業が発行
　した私募債です。
○外国証券はすべて米国債です。
○その他の証券の大部分は信金中金優先出資証券です。　　

信用リスク・アセットの額
1,194百万円

有 価 証 券
258,905

百万円

有 価 証 券
258,905

百万円

法 人
個人事業主
54.56%54.56%

地方公共団体地方公共団体

19.49%19.49%
1千万円未満
85.92％

個 人
（住宅・消費等）

87.51％

個人
25.95%
個人

25.95%

（2021年3月末）

地方公共団体
0.20％


